低学年用　　　ふりかえりシート　～原 (げん)子力さいがいへん～
　　　　　　　　　小学校　　　年　　組 (くみ)　名前 (まえ)　　　　　　　　　　

①　「ほうしゃせん」のせつめいとして、正しいもの１つに○をつけましょう。
　（　）　見える
　（　）　さわれる
　（　）　においがある
　（○）　地 (じ)めんや空気、食 (た)べものからも出る放射線は体に悪影響を及ぼすこともあるが、生活の中に生かされている良い点もあることを押さえたい。


②　ほうしゃせんには、いろいろなはたらきがあります。そのため、生活 (かつ)のいろいろな場 (ば)めんでり用 (よう)されています。ほうしゃせんのはたらきとして、正しいもの３つに○をつけましょう。
　（○）　ものを通 (とお)りぬけるはたらき。　　　　　　　　　　れい）レントゲン
　（○）　ものを強 (つよ)くするはたらき。　　　　　　　　　　　れい）タイヤ
　（○）　さいきんをたいじするはたらき。　　　　　　　　れい）ちゅうしゃき
　（　）　しょくぶつのせい長 (ちょう)をたすけるはたらき。　　　 れい）ヒマワリ

③　ほうしゃせんの体 (からだ)へのえいきょうとして、正しいもの１つに○をつけましょう。
　（　）　ほうしゃせんを少 (すこ)しでもあびると、やけどやがんなどのびょう気になることがある。
　（　）　ほうしゃせんをたくさんあびても、けんこうへのえいきょうはない。
　（○）　ほうしゃせんをたくさんあびると、やけどやがんなどのびょう気になることが　ある。
　（　）　ほうしゃせんは、人から人へうつる。
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④　原 (げん)子力はつ電 (でん)しょでじこがおこると、たくさんのほうしゃせんが外 (そと)へ出ることがあります。ほうしゃせんからみをまもるためには、どのようにしたらよいでしょうか。正しいもの３つに○をつけましょう。
　（○）　原 (げん)子力はつ電 (でん)しょから遠 (とお)くにいどうする。
　（○）　がんじょうなたてものに入る。
　（　）　山やおかなどの高 (たか)いところに上がる。
　（○）　まわりのおとなの言 (い)うことをよく聞 (き)いて行 (こう)どうする。
外部被ばくを避ける（少なくする）ためには、離れること、コンクリート等の建物に入ること、受ける時間を短くすることが重要である。また、周りの大人のいうことをよく聞いて行動することも大切である。

☆　学しゅうを通 (とお)して思 (おも)ったことや考 (かんが)えたことを書 (か)きましょう。
